
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

】

告

示

○

令

和

七

年

度

自

衛

官

第

一

次

募

集

（

一

般

曹

候

危

機

管

理

課

補

生

）

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

に

係

る

事

項

の

変

更

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

】

公

告

○

土

地

改

良

区

清

算

人

の

退

任

届

耕

地

課

○

公

共

測

量

の

終

了

監

理

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

警

察

本

部

会

計

課

【

人

事

委

員

会

】

○

選

考

に

よ

り

採

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

職

の

範

人

事

委

員

会

囲

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

令和７年２月２１日 第１２６７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
号 

 

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
一
般
曹
候
補
生
の
令
和
七
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

採
用
自
衛
官
の
区
分 

一
般
曹
候
補
生 

二 

応
募
資
格 

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
者
（
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、

採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
で
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

１ 

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者 

２ 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
者 

３ 

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
民
法

（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
準
禁
治
産
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
者
の
う

ち
心
神
耗
弱
を
原
因
と
す
る
も
の
以
外
の
者 

三 

受
付
期
間 

１ 

令
和
七
年
三
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
七
日
ま
で 

２ 

令
和
七
年
度
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の
受
付
に
つ
い
て
は
、

１
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
と
す
る
。 

四 

採
用
試
験
種
目 

１ 

第
一
次
試
験 

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
） 

２ 

第
二
次
試
験 

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査 

五 

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先 

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所 

六 

採
用
試
験
期
日 

１ 

第
一
次
試
験 

令
和
七
年
五
月
十
七
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
期
間 

２ 

第
二
次
試
験 

令
和
七
年
六
月
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
一
日 

七 

試
験
場 

１ 

第
一
次
試
験 

受
験
者
の
任
意
の
場
所
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｐ
Ｃ
等
を
使
用
し
通
信
環
境
を 

有
す
る
場
所
） 

２ 

第
二
次
試
験 

(1) 

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
） 

(2) 

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
） 

(3) 

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
中
区
西
川
原
） 

３ 

右
記
に
つ
い
て
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
。 

八 

採
用
予
定
時
期 

１ 

令
和
八
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間 

２ 

右
記
の
ほ
か
に
設
定
す
る
場
合
が
あ
る
。 

九 

そ
の
他 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
八
六
―
二
二
六
―
〇
三
六
一 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所 

 
 

 
 

 

〇
八
六
八
―
二
二
―
五
六
三
七 

令和７年２月２１日　岡山県公報　第１２６７８号



自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所 

 
 

 

〇
八
六
―
四
二
二
―
七
三
五
八 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所 

 
 

 

〇
八
六
六
―
二
二
―
二
三
一
四 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所 

 
 

 

〇
八
六
―
二
二
四
―
二
八
二
四 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
.
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
 

令和７年２月２１日　岡山県公報　第１２６７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
一
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指 

定
し
た
。 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

指
定
年
月
日 

 

幸
観
堂
薬
局
四
十
瀬
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
四
十
瀬
二
三
五
―
一 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

令
和
七
年
二
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令和７年２月２１日　岡山県公報　第１２６７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
二
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

 

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

変
更
事
項 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

変
更
前 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

変
更
後 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

変
更
年
月
日 

医
療
法
人
社
団
淳
和
会 

長
谷
川
紀
念
病
院 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 

 
 
 

医
療
法
人
淳
和
会 

長
谷
川
紀
念
病 

医
療
法
人
社
団
淳
和
会 

長
谷
川
紀
念 

令
和
二
年
六
月
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

院 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

病
院 

こ
や
ま
薬
局
・
長
船
店 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 

 
 
 

こ
や
ま
薬
局 

長
船
店 

 
 

 
 
 
 

こ
や
ま
薬
局
・
長
船
店 

 
 

 
 

 
 
 

令
和
七
年
二
月
一
日 

（
有
）
春
名
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

医
療
機
関
の
所
在
地 

 
 
 

 
 
 

美
作
市
江
見
四
七
六 

 
 

 
 
 

 

美
作
市
江
見
四
七
六
―
二 

 
 

 
 

 

令
和
六
年
四
月
一
日 

  

令和７年２月２１日　岡山県公報　第１２６７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
南
区
飽
浦
字
奥
ノ
上
三
分
池
尻
九
二
二
の
一
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

、
字

。
）

三
歩
池
尻
九
二
八
の
五
・
九
二
九
の
五
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

、
。
）

九
二
八
の
四
、
九
二
九
の
四
、
九
二
九
の
七

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（

次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
庁
及
び
岡
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

「

す
る

）
。

令和７年２月２１日　岡山県公報　第１２６７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
市
南
区
飽
浦
字
奥
ノ
上
三
分
池
尻
九
二
二
の
一
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

、
字

。
）

三
歩
池
尻
九
二
八
の
五
・
九
二
九
の
五
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

、
。
）

九
二
八
の
七
、
九
二
九
の
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（

次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
庁
及
び
岡
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

「

す
る

）
。

令和７年２月２１日　岡山県公報　第１２６７８号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
五
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

倉
敷
笠
岡
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

鴨
方
矢
掛
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

総
社
足
守
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

  

浅
口
市
金
光
町
下
竹
二
〇
四
二
番
三
地
先
か
ら

浅
口
市
金
光
町
下
竹
一
八
〇
二
番
四
地
先
ま
で 

浅
口
市
金
光
町
下
竹
一
七
七
五
番
六
地
先
か
ら

浅
口
市
金
光
町
下
竹
一
七
七
五
番
四
地
先
ま
で 

浅
口
市
金
光
町
下
竹
二
〇
四
二
番
三
地
先
か
ら

浅
口
市
金
光
町
下
竹
一
八
〇
二
番
四
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

二
九
・
〇
～ 

七
一
・
二 

四
・
八
～ 五

・
九 

二
九
・
〇
～ 

四
三
・
八 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

八
二
・
五 

六
一
・
七 

八
二
・
五 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
東
字
大
歳
一
五
五
〇
番
一

地
先
か
ら 

浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
東
字
大
歳
一
五
四
八
番
一

地
先
ま
で 

浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
東
字
大
歳
一
五
五
〇
番
一

地
先
か
ら 

浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
東
字
大
歳
一
五
四
八
番
一

地
先
ま
で 区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

域 

旧 新 

新
旧

別 

三
・
五
～ 

一
三
・
四 

八
・
九
～ 

一
三
・
八 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
八
・
九 

一
八
・
九 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

令和７年２月２１日　岡山県公報　第１２６７８号



 

  

総
社
市
西
阿
曽
字
沖
一
四
二
番
一
地
先
か
ら 

総
社
市
西
阿
曽
字
大
坪
一
二
三
番
一
地
先
ま
で 

総
社
市
西
阿
曽
字
沖
一
四
二
番
一
地
先
か
ら 

総
社
市
西
阿
曽
字
大
坪
一
二
三
番
一
地
先
ま
で 

 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

八
・
五
～ 

一
三
・
一 

一
〇
・
七
～ 

一
三
・
九 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

七
三
・
一 

七
三
・
一 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
十
六
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

県
道 

道

路

の

種

類 

鴨
方
矢
掛
線 

路

線

名 
浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
東
字
大
歳
一
五
五
〇
番
一
地
先

か
ら 

浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
東
字
大
歳
一
五
四
八
番
一
地
先

ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
七
年
二

月
二
十
一
日 

供
用
開
始

年

月

日 
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〔
六
八
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
区
清
算
人
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
区
の
名
称 

 
 

大
島
池
土
地
改
良
区 

二 

退
任
清
算
人 

 
 

 

退
任
清
算
人
氏
名 

 
 

 

住 
 

所 

齋
藤 

孝
士 

 
 

 
 

笠
岡
市
西
大
島
四
四
一
九
―
二 

 
 

仁
科 

文
秀 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

一
一
二
四
―
一 

 
 

広
常 

邦
男 

 
 

 
 

〃 
 

〃 
 

一
二
九
三 

 
 

髙
森 

敏
明 

 
 

 
 

〃 
 

横
島
一
〇
六
九 

 
 

櫛
田 

 

誠 
 

 
 

 

〃 
 

西
大
島
四
二
三 
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〔
六
九
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

久
米
郡
久
米
南
町
下

二
ケ
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

終

了

年

月

日 
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〔
七
〇
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
勝
央
町
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ

っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

勝
田
郡
勝
央
町
植
月

東
及
び
田
井
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
現
地
測
量

及
び
路
線
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
一
月
二
十
九
日 

終

了

年

月

日 
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〔
七
一
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

倉
敷
市
大
畠
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
用
地
測

量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
二
月
十
日 

終

了

年

月

日 
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〔
七
二
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年

政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と

。

お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

「
岡
山
県
警
察
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

か
月
特
別
点
検
、
整
備
及
び
修
理
」
の
追
加
修
理

12

二

契
約
期
間

令
和
七
年
二
月
十
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
警
備
部
警
備
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
七
年
二
月
十
日

五

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
住
所

朝
日
航
洋
株
式
会
社
岡
山
営
業
所

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
三
番
八
号

六

契
約
金
額

四
〇
、
一
〇
六
、
〇
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三
、
六
四
六
、
〇
〇
〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
二
号

昭
和
四
十
七
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
二
号
（
選
考
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
の
範

囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

安

田

寛

別
表
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

精
神
保
健
福
祉
士

15

附

則

こ
の
公
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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